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こ
の
浜
の
秋
の
景
色
は
源
氏
物
語
の
昔
か
ら
寂
し
い
所

と
さ
れ
て
い
る
須
磨
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
風
景
よ
り
も

勝
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
い
や
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
が
昔
の
寂
し
さ
を
再
現
し
た
よ
う
な
浜
で
あ
っ
た
こ

と
よ 

マ
サ 

引
き
続
き
、
お
米
や
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
等
の
保
存
食
の
募
集
を

続
け
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
び
し
さ
や 
須
磨
に
勝
ち
た
る 

浜
の
秋 
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ハ
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ア
キ 

出
典
：
奥
の
細
道
・
種
の
浜
（
福
井
県
敦
賀
市
色
浜
） 

イ
ロ 

 
 

ハ
マ 

七
月
十
日
（
日
）
田
山
支
部
役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

八
名
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
四
名
を
対
象
に
、
家

周
辺
の
草
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
軒
あ
た
り

一
時
間
と
時
間
を
決
め
て
、
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

対
象
者
か
ら
は
、
「
普
段
、
自
分
で
で
き
る
範
囲
で

カ
マ
を
使
っ
て
草
刈
り
を
し
て
い
る
け
ど
、
草
が
だ
ん

だ
ん
伸
び
て
き
て
追
い
つ
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
年
一
回
草
刈
り
機
で
刈
っ
て
も
ら
え
る
と
助
か
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
わ
～
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
作
業
後
の
休
憩
で
は
支
部
役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
と
対
象
者
の
方
が
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
暑
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

草刈り作業の様子 

村
内
の
く
ら
し
の
支
援
が
必
要
な
世
帯
の
方
に
、
食
料
品
や

マ
ス
ク
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
は
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

松
尾
芭
蕉 



   
 

                         

■
対

象

者…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等
に

よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め

の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯 

■
貸
付
上
限
額…

十
万
円
（
学
校
等
の
休
業
等
の
特
例
二
十
万
円
以
内
） 

■
据

置

期

間…

一
年
以
内 

 

■
償

還

期

限…

二
年
以
内 

■
貸

付

利

子…

無
利
子 

 
 

■
保

証

人…

不
要 

■
受

付

期

間…

令
和
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で 

■
問

合

せ…
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
九
三 

-

一
二
〇
一 

 

（
月
～
金
曜
日
） 

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分 

 

＜今月の脳トレ＞問題 夏といえば海をイメージする人も多いですが、海はなぜ青いのでしょうか？ 

１．水が青いから  ２．プランクトンの色  ３．青い光を反射するから （答えは下部にあります。） 

 

・
合
同
相
談 

八
月
二
十
二
日
（
月
）
午
前
九
時
三
十
分
～
南
山
城
村
役
場
会
議
室 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

八
月
十
九
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

社
協
相
談
員
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
） 

八
月
十
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
み
】
和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 

☎
〇
七
七
四-

七
八-

三
三
一
二 

  

答え：３．青い光を反射するから ※理由 水そのものは透明ですが、この水は赤い光を吸収しやすく、青や緑の光を反射しやすいと

いう特徴があります。この特徴から、私達に入る光は水面で反射された青が多く目に入

ってくるので青く見えます。 

先日、災害ボランティアセンターマネジ

メント研修を受講してきました。 

災害が発生した際のボランティアセン

ターの運営の方法や連携の方法について

学んできました。私自身も災害ボランティ

ア活動の経験はありますが、まず「平常時

にできること」を、改めて地域のみなさん

と一緒に考えていきたいと感じる貴重な

機会になりました。 

そして講師のお一人である李仁鉄さん

が木津川市にお越しになります。実践を交

えたお話で、とても分かりやすく貴重な機

会なので、ぜひみなさまのご参加をお待ち

しております♪ 

場所／山城町総合文化センター（アスピア山城） 

  (住所 木津川市山城町平尾前田 24) 

内容／災害ボランティアセンターの役割 

問い合わせ・申込先／南山城村社会福祉協議会 

☎93-1201 FAX93-1211 

メール mura-shakyo@crocus.ocn.ne.jp 

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により 
延期または内容が変更になることがあります。 

講師／ 

李 仁鉄さん 

にいがた災害ボランティア 

ネットワーク理事長 

災害ボランティア活動支援 

プロジェクト会議 幹事 

日時／８月２３日（火） 

14：00～16：30 


